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角

野

玄

樹

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、『
逆
修
説
法
』
第
三
七
日
に
お
け
る
各
『
無
量
寿
経
』
解
釈
の
位
置
付
け
・
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。『
逆
修
説
法
』
に

お
け
る
同
経
解
釈
は
、
主
に
、
第
一
七
日
・
第
三
七
日
・
第
五
七
日
に
説
か
れ
る
。
本
稿
は
、
同
書
に
お
け
る
各
同
経
解
釈
の
色
分
け

を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
第
五
七
日
の
同
経
解
釈
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
逆
修
説
法
』
第
五

七
日
に
お
け
る
専
修
念
仏
説
の
立
証
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
一
八
、
平
成
二
十
五
年
三
月
。
以
下
、
本
稿
で
は
そ
の
論
文
を

「
前
稿
」
と
呼
称
す
る
。）
に
お
い
て
示
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
前
稿
の
続
篇
と
な
る
。

前
稿
で
は
、
第
五
七
日
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
の
役
割
が
、「
念
仏
一
行
」「
念
仏
一
善
」「
念
仏
一
門
」
な
ど
の
要
素
に
よ
り
、
専

修
念
仏
が
、
衆
生
往
生
の
業
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
に
あ
る
と
詳
論
し
た
。
ま
た
、
第
一
七
日
と
第
三
七
日
に
つ
い
て
は
、
簡

単
に
そ
の
役
割
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
第
三
七
日
・
第
五
七
日
の
た
め
の
導
入
・
概
要
、
後
者
は
、
念
仏
往
生
の

主
張
で
あ
る１

）

た
だ
し
、
こ
れ
ら
第
一
七
日
・
第
三
七
日
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
議
論
ま
で
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
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の
第
三
七
日
を
扱
い
、
第
一
七
日
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
発
表
予
定
な
の
で
、
そ
ち
ら
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。

本
稿
で
は
、
第
三
七
日
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
を
議
論
す
る
が
、
同
経
解
釈
に
は
、
本
願
文
解
釈
・
三
輩
文
解
釈
・
無
上
功
徳
文
解

釈
・
特
留
此
経
文
解
釈
が
あ
る
。
順
に
検
討
し
、
第
三
七
日
の
同
経
解
釈
の
主
題
が
、
念
仏
往
生
の
主
張
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節

本
願
文
解
釈

ま
ず
は
本
願
文
解
釈
か
ら
検
討
す
る
。
以
下
に
本
願
文
解
釈
の
一
部
を
引
用
す
る
。

（
資
料
1
）

其ノ
撰
択ノ
之
様
粗ホヽ
申

開
候ハ
者
、
先
初ノ

三
悪
趣
願ハ
者
、
彼ノ
諸
仏ノ
国
土ノ
中ニ
撰

捨
有ヲハ
三
悪
道ヲ
、
撰

取テ
ヲ

三
悪
道

而
為

我カ
願ト
。
次ニ

不
更
悪
趣ノ
願トハ
者
、
撰

捨テ
彼
諸
仏
国ノ
中ニ
設ヒ
国ノ
中ニ
、ハ
雖

無ト
三
悪
道
、
彼ノ
国ノ
衆
生
有

更ヘリ
堕ル
他
方ノ
三
悪
道ニ
之
国ヲハ、
撰

取テ
惣
不

更

三
悪
道ニ
之
国

而
為

我カ
願ト
也
。
次ニ
悉
皆
金
色ノ
願
、
次ニ

有
好
醜ノ
願
、
凡ソ
一
ノ々

願
皆
如ク
此ノ
可シ
知ル
。
第
十
八
念
仏
往
生ノ
願トハ
者
、

彼ノ
二
百
一
十
億ノ
諸
仏ノ
国
土ノ
中ニ
、
或ハ
有

以テ
布
施ヲ
為ル
往
生ノ
業ト
之
国
。
或ハ
有

持
戒
及ヒ
禅
定
智
恵
等
乃
至
発
菩
提
心
持
経
持
咒
等
孝

養
父
母
奉
事
師
長
以

如ノ
是ノ
種
ノ々

行ヲ
各
為

往
生ノ
行

之
国
。
或
又
有

以

専
称

念スルヲ
其
国ノ
教
主ノ
名
号

為

往
生ノ
行ト
之
国
。
然ニ

彼ノ
法
蔵
比
丘
、
撰

捨テヽ
以テ
余
行ヲ
為ノ
往
生ノ
行

之
国
、
撰

取テ
以

名
号

為ノ
往
生ノ
行ト
之
国
、
立
ヘル

我
土ノ
往
生ノ
之
行モ
如ナラ

□
ト

是ノ
也
。

次ニ
来
迎
引
摂ノ
願
係
念
定
生ノ
願
、
皆
如

此
摂
取
願シ
給ヘ
。リ
凡ソ
始メ
自

三
悪
趣ノ
願

終リ
至マテ
得
三
法
忍ニ
、
思
惟
撰
択スルノ
之
間ニ
逕
ヘル

五
劫ヲ

也
。
如ク
是
撰
択シ
摂
取
後ニ
詣テヽ
仏
所ニ
一
ニ々

説キ
フ

之２
）

。

資
料
1
で
は
、
選
択
説
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
選
択
本
願
念
仏
説
で
は
、
名
号
を
選
取
し
往
生
行
と
し
、
余
行
を
選
捨
し
往
生
行
と
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し
な
い
。
資
料
1
の
あ
と
、
四
誓

を
引
用
し
、
法
蔵
菩
薩
の
成
仏
が
約
束
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願

の
法
門
に
帰
依
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
ち
、
次
の
資
料
2
へ
と
連
な
る
。

（
資
料
2
）

即
法
蔵
菩
薩ノ
四
十
八
願ノ
法
門
也
。
其ノ
四
十
八
願ノ
中ニ
以テ
第
十
八ノ
念
仏
往
生ノ
願ヲ
而
為

本
体ト
也
。
故ニ
善
導ノ
曰ク
、
弘
誓
多
門
四
十
八
、

偏
標
念
仏
最
為
親
云

云
。
念
仏
往
生トハ
者
、
源ト
従リ
此ノ
本
願

起レ
。リ
然ハ
者
観
経
弥
陀
経
所ノ
説
念
仏
往
生ノ
旨モ
乃
至
余ノ
諸
経ノ
中ニ
所モ
説
、

皆
以テ
此ノ
経ニ
所ノ
説
本
願

為

根
本ト
也
。
何ヲ
以テカ
知ナラハ
之
者
、
観
経ニ
所

説ク
光
明
摂
取ヲ
善
導
釈シ
給ニ
、
唯
有
念
仏
蒙
光
照
、
当
知
本
願

最
為
強
云

云
。
此ノ
釈ノ
意ハ
者
、
本
願ノ
故ニ
光
明モ
摂
取スト
聞ヘタリ
矣
。
又
此ノ
経ノ
下
品
上
生ニ
双ヘテ
説ニ
聞
経ト
称
仏トヲ、
讃メ
称
仏ノ
之
功ノミヲ
不

讃
ハ

聞
経ヲ

之
所ヲ
善
導
釈
云
、
望
仏
願
意
者
、
唯
勧
正
念
称
名
。
往
生
義
疾
不

同

散
之
業ト
云

云
。
此レ
亦
本
願ナルカ
故ニ
、
讃
フト

称
仏ヲ
聞ヘタリ
矣
。

又
釈シ
ニモ

同
経ノ
付
属ノ
文ヲ
、
望
仏
本
願
、
意
在
衆
生
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
云

云
。
此レ
亦
弥
陀ノ
本
願ナルカ
故ニ
、
釈
尊モ
付
属シ
流
通シ
給ト
聞ヘタリ
矣
。

又
阿
弥
陀
経ニ
所ノ
説
之
一
日
七
日ノ
念
仏ヲ
、
善
導
讃シ
給ニ
、
直ニ
為
弥
陀
弘
誓
重
、
致
使
凡
夫
念
即
生
云

云
。
此レ
亦
一
日
七
日ノ
念
仏モ
弥
陀ノ

本
願カ
故ニ
、
往
生スト
聞タリ
矣
。
乃
至
双
巻
経ノ
中ニモ
三
輩
已
下ノ
説
文ハ
、
皆
由ル
本
願ニ
也
。
凡ソ
不

限ラ
此ノ
三
部
経ノ
三ツニ、
一
切
諸
経ノ
中ニ
所ノ
説
之

念
仏
往
生ハ
、
皆
望テ
此ノ
経ノ
本
願ニ
説ナリ
也
。
例

之ニ
応シ
知ル
矣
。

抑
法
蔵
菩
薩
、
何ナレハ
者
捨テヽ
余
行
、
唯
以テ
称
名
念
仏ノ
一
行ヲ
而
立テ
本
願ト
給ヘルソト
云ニ
、
此ニ
有リ
二
義
。
一ニハ
者
念
仏ハ
殊
勝ノ
功
徳ナルカ
故
、

二ニハ
者
念
仏ハ
易カ
行シ
故ニ
遍カ
于
諸ノ
機ニ
故ニ
。
初ニ
殊
勝
功
徳
故トハ
者
、
彼ノ
仏ハ
因
果
惣
別ノ
一
切ノ
万
徳
皆
悉ク
名
号ニ
顕カ
故ニ
、
一
度モ
唱レハ
南
無
阿
弥
陀

仏ト
得

大
善
根ヲ
也
。
是
以
西
方
要
決ニ
云
、
諸
仏
願
行
成

此
果
名
、
但
能
念

号
具

包
衆
徳

故
、
成
大
善
不

廃

往
生

云
云
。

又
此ノ
経ニ
即
指

一
念ヲ
讃タリ

上
功
徳ト
。
然ハ
者
殊
勝ノ
大
善
根ナル
故ニ
、
撰テ
之ヲ
為

本
願

給ヘル
也
。
二ニ
易
修
故
者
、
申
ハ

南
無
阿
弥
陀
仏ト

者
、
何ナル
愚
痴ノ
者モ
少キモ
老タルモ
易ク
被カ
申
故ニ
、
以テ
平
等
慈
悲ノ
御
意ヲ
立

其ノ
行ト
給ヘ
。リ
若シ
以テ
布フ
施ヲ
為
ハヽ

本
願ト
者
、
貧
窮
困
乏ノ
輩ハ
断

往

生ノ
望ヲ
。
若
以テ
持
戒

為
ハヽ

本
願ト
、
破
戒ノ
者ノ

戒ノ
類ハ
亦
可

断

往
生ノ
望ヲ
。
若シ
以テ
禅
定ヲ
為ハ
本
願

者
、
散
乱
麁
動ノ
之
輩ハ
不

可

往
生ス
。
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若
以テ
智
恵ヲ
為ハ
本
願ト
者
、
愚
痴
下
智ノ
者ハ
不

可

往
生ス
。
自
余ノ
之
諸
行モ
准

之ニ
応シ
知ル
。
然ニ
堪タル
布
施
持
戒
等ノ
諸
行ニ
者ノハ
極テ
少ク
、
貧

窮
破
戒
散
乱
愚
痴ノ
輩ハ
甚
多シ
。
爾ハ
者
以テ
上ノ
諸
行ヲ
為

本
願ト
給ハヽ
者
、
得

往
生ヲ
者ノハ
少ク
、
不ル
得

往
生

者ノハ
多カラマシ
矣
。
因テ
茲ニ
法
蔵

菩
薩
、
被

催

平
等ノ
慈
悲ニ
為

遍ク
摂ンカ
一
切ヲ
、
不

以テ
彼ノ
諸
行ヲ
為

往
生ノ
本
願ト
、
唯
以テ
称
名
念
仏ノ
一
行ヲ
為

其ノ
本
願

給ヘル
也
。
故ニ

法
照
禅
師
云
、

於

未
来
世ノ
悪
衆
生

称

念
西
方
弥
陀
号

依

仏
本
願

出

生
死

以

直
心

故
生

極
楽

彼又

仏云

因
中
立

弘
誓

聞

名
念

我
惣
来
迎

不

簡

貧
窮
将
富
貴

不

簡

下
智
与
高
才

不

簡

多
聞
持
浄
戒

不

簡

破
戒
罪
根
深

但
使レハ
廻
心
多
念
仏

能
令

瓦
礫ヲ
変
成

金
云

云
３
）

四
十
八
願
の
中
で
、
第
十
八
願
が
本
体
・
中
心
で
あ
る
と
し
、
そ
の
本
願
は
、
念
仏
往
生
の
根
本
・
起
源
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

な
ぜ
念
仏
一
行
を
本
願
と
し
、
余
行
を
捨
て
る
の
か
と
問
題
提
起
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
殊
勝
功
徳
義
と
易
修
故
遍
于
諸
機
義
を
提

示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
名
号
の
功
徳
は
勝
れ
て
お
り
、
念
仏
は
誰
で
も
修
行
で
き
、
誰
で
も
往
生
で
き
る
か
ら
、
念
仏
一
行
を
本
願
と

し
、
余
行
を
捨
て
た
と
す
る
。
こ
の
資
料
2
の
の
ち
、
法
蔵
菩
薩
が
、
確
か
に
成
仏
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈

は
終
わ
る
。

こ
の
本
願
文
解
釈
の
中
で
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
一
つ
と
し
て
、
資
料
1
の
選
択
本
願
念
仏
説
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

同
説
で
は
、
往
生
行
を
前
提
と
し
、
諸
行
で
は
な
く
、
名
号
、
す
な
わ
ち
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
往
生
行
な
ら
ば

念
仏
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
肯
定
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
主
張
内
容
は
、
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
が
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衆
生
に
対
し
て
、〞
往
生
行
な
ら
ば
念
仏
で
あ
る
〝
と
勧
め
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、『
無
量
寿
経
』
の
文
脈
か
ら
、
阿
弥
陀
仏

（
法
蔵
菩
薩
）
は
、
往
生
す
る
こ
と
を
勧
め
て
お
り
、
そ
の
行
は
念
仏
で
あ
る
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
主
張
・
勧

め
の
内
容
は
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
念
仏
を
し
て
往
生
す
る
道
を
主
張
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。

ま
た
、
四
十
八
願
の
中
で
第
十
八
願
を
本
体
・
中
心
で
あ
る
と
す
る
説
（
以
下
、
第
十
八
願
本
体
説
と
呼
称
す
る
。）
も
、
第
十
八

願
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
念
仏
往
生
を
主
張
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。
本
体
と
す
る
、
と
い
う
表
現
の
中
に
、

主
張
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

更
に
、
念
仏
往
生
は
本
願
が
根
本
・
起
源
で
あ
る
と
い
う
説
（
以
下
、
本
願
根
本
説
と
呼
称
す
る
。）
は
、
三
部
経
や
一
切
諸
経
の

念
仏
往
生
が
、
本
願
を
根
本
・
起
源
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
願
と
関
係
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
願
で
は
、
選
択
本
願
念
仏

説
な
ど
に
よ
り
、
念
仏
を
一
次
的
に
位
置
付
け
て
い
る
。
よ
っ
て
、
三
部
経
や
一
切
諸
経
の
念
仏
往
生
も
一
次
的
に
な
る
。
念
仏
往
生

が
一
次
的
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
本
願
根
本
説
で
も
、
同
説
で
話
題
の
念
仏
往
生
を
主
張
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。

第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
の
中
心
は
、
こ
れ
ら
選
択
本
願
念
仏
説
・
第
十
八
願
本
体
説
・
本
願
根
本
説
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
三
つ
の
説
い
ず
れ
も
、
念
仏
往
生
を
主
張
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
の
主
題
は
、
念
仏
往
生
の
主
張
、

念
仏
往
生
の
道
の
主
張
と
い
え
る
。

し
か
し
、
資
料
2
に
は
、
以
下
の
文
が
あ
る
。

（
資
料
3
）

抑
法
蔵
菩
薩
、
何ナレハ
者
捨テヽ
余
行
、
唯
以テ
称
名
念
仏ノ
一
行ヲ
而
立テ
本
願ト
給ヘルソト
云ニ
、
此ニ
有リ
二
義４

）
。

資
料
3
の
傍
線
部
に
「
念
仏
一
行
」
と
あ
る
。
こ
の
念
仏
一
行
と
い
う
語
は
、
第
五
七
日
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
第
五
七
日
の
本
願
文
解
釈
で
は
、
往
生
行
を
前
提
と
し
て
、
念
仏
一
行
を
結
論
と
し
、
こ
の
内
容
の
構
築
に
よ
り
、

三
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専
修
念
仏
説
の
立
証
、
す
な
わ
ち
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
、
と
い
う
内
容
を
立
証
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た５

）
。
そ
の
第
五

七
日
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
念
仏
一
行
の
語
が
、
資
料
3
の
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
で
も
、
一
度
出
て
く

る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
の
主
題
は
、
念
仏
往
生
の
主
張
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
往
生
行
な
ら
ば
念
仏

一
行
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
専
修
念
仏
説
を
立
証
し
て
い
る
の
も
、
立
派
な
主
題
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

第
三
七
日
の
主
題
を
、
念
仏
往
生
の
主
張
の﹅
み﹅
と
す
る
に
は
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
批
判
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
批
判
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
答
す
る
。
確
か
に
、
念
仏
一
行
の
語
は
、
資
料
3
に
出
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
念
仏
一

行
は
、
専
修
念
仏
説
、
つ
ま
り
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
、
と
い
う
内
容
の
立
証
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
資
料
3
の
「
念
仏
一
行
」
を
含
む
文
は
、「
何ナレハ
」
と
あ
る
よ
う
に
疑
問
文
で
あ
り
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生

の
業
と
す
る
立
証
に
は
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
で
は
、
専
修
念
仏
に
類
す
る
語
が
、
資
料
3
の
念
仏
一
行
の
他
に
も
、
資
料
1
に
「
或
又
有

以

専
称

念スルヲ
其
国ノ
教
主ノ
名
号

為

往
生ノ
行ト
之
国
。」
と
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
す
る
が
、
第
五
七
日
の
よ

う
に
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
と
い
う
内
容
を
立
証
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
第
三
七
日
で
は
、
専
修
念
仏
を
提

示
は
す
る
が
、
第
五
七
日
の
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
、
と
い
う
内
容
に
該
当
す
る
も
の
が
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
、
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
に
お
い
て
、
専
修
念
仏
を
表
示
す
る
部
分
を
検
討
し
よ
う
。
そ
れ
は
二
箇
所
し
か
な
い
。
一

つ
は
、
右
記
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
資
料
2
の
善
導
の
付
属
釈
文
で
あ
る
。

前
者
で
は
、「
或
又
有

以

専
称

念スルヲ
其
国ノ
教
主ノ
名
号

為

往
生ノ
行ト
之
国
。」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
百
一
十
億
の
国
土
の
中
に
、

専
修
念
仏
で
往
生
す
る
国
土
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
内
容
で
は
、
単
に
専
修
念
仏
で
往
生
す
る
国
土
が
あ
る
と

い
う
だ
け
で
あ
る
の
で
、
第
五
七
日
の
主
題
の
よ
う
な
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
、
と
い
う
提
示
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
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な
お
、
資
料
1
の
第
十
八
願
の
選
取
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
願
の
選
取
の
文
の
部
分
で
は
、「
撰

取テ
以

名
号

為ノ
往
生ノ
行ト
之
国

」
と
、「
専
」
の
文
字
が
な
い
。
故
に
、
同
願
の
選
取
の
文
で
は
、
専
修
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
文
は
、
こ
の
当
該
の
考
察
か
ら
は
除
外
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

後
者
は
単
に
善
導
釈
文
の
引
用
な
の
で
、
や
は
り
、
第
五
七
日
の
よ
う
な
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
内
容
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
よ
っ
て
、
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
に
は
、
第
五
七
日
の
よ
う
な
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
、
と
い
う
内
容
は
存
在

し
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
選
択
本
願
念
仏
説
に
お
け
る
諸
行
の
選
捨
に
よ
り
、
諸
行
主
張
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
し
、
選
択
本
願
念
仏
説
・
第

十
八
願
本
体
説
・
本
願
根
本
説
な
ど
の
諸
説
に
よ
り
、
念
仏
往
生
の
道
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
七
日
の
本
願
文
解
釈
の
主
題
は
、
念
仏
往
生
の
主
張
、
あ
る
い
は
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
二
節

三
輩
文
解
釈

次
に
、
三
輩
文
解
釈
を
検
討
す
る
。
以
下
に
同
文
解
釈
を
引
用
す
る
。

（
資
料
4
）

次ニ
三
輩
往
生ハ
、
皆
一
向
専
念
無
量
寿
仏
云

云
。
此
中ニ
雖

有ト
菩
提
心
等ノ
諸
善
、
望レハ
上ノ
本
願ニ
者
、
一
向ニ
専ラ
念

彼
仏ノ
名
号

也
。
例ハ

如シ
彼
観
経ノ
疏ニ
釈
云カ
。
上
来
雖

説ト
定
散
両
門ノ
之
益ヲ
、
望

仏ノ
本
願ニ
、
意ロ
在

衆
生ヲ
一
向ニ
専ラ
称ムルニ
弥
陀
仏ノ
名ヲ
云

云
。
望
仏
本
願トハ
者
、

指

此ノ
三
輩ノ
中ノ
一
向
専
念ヲ
也６

）
。

三
輩
の
往
生
は
、
全
て
一
向
専
念
無
量
寿
仏
と
し
、
三
輩
に
は
諸
行
を
説
く
が
、
本
願
を
参
照
す
れ
ば
、
一
向
専
修
念
仏
す
る
こ
と
で
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あ
る
と
説
く
。
善
導
『
観
経
疏
』
の
付
属
釈
文
を
引
用
し
、
そ
の
釈
文
の
「
望
仏
本
願
」
の
文
が
、
三
輩
の
一
向
専
修
念
仏
を
指
す
こ

と
に
な
る
と
述
べ
る
。

資
料
4
で
は
、
往
生
行
の
中
で
、
専
修
念
仏
を
主
張
す
る
こ
と
を
お
さ
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
往
生
行
と
し
て
は
、
専
修
念
仏
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
第
三
七
日
の
三
輩
文
解
釈
の
主
題
で
あ
ろ
う
。

一
見
、
第
五
七
日
の
主
題
の
よ
う
に
、
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
第
三
七
日
の
三
輩
文

解
釈
で
は
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
の
可
能
性
を
消
し
き
れ
て
い
な
い７

）
。
故
に
、
専
修
念
仏
の
み
を
衆
生
往
生
の
業
と
す
る
立
証

に
は
、
完
全
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
は
、
第
五
七
日
の
よ
う
に
、
三
輩
の
三
義
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
三
義
い

ず
れ
も
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
の
内
容
が
存
し
な
い
こ
と
を
明
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
資
料
4
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
第
三
七
日
の
三
輩
文
解
釈
に
は
、
三
輩
の
三
義
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
第
三
七
日
の
三
輩
文
解
釈
の
主
題
も
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
の
道
の
主
張
と
い
え
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
念
仏
往

生
の
道
の
主
張
と
も
い
い
う
る
。

第
三
節

無
上
功
徳
文
解
釈

次
に
、
無
上
功
徳
文
解
釈
を
検
討
す
る
。
以
下
に
同
文
解
釈
を
引
用
す
る
。

（
資
料
5
）

次ニ
至テ
流
通ニ
云

々
。
其
有
得
聞
彼
仏
名
号
、
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念
、
当
知
、
此
人
為
得
大
利
、
即
是
具
足

上
功
徳
云

云
。
善
導ノ

御
意ハ
、
上
尽
一
形
下
至
一
念
之

上
功
徳
也
。
依ハ
余
師ノ
意ニ
者
、
但
挙テ
少ヲ
而
况スル

也

多ニ
也
云

云
。８

）
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無
上
功
徳
文
を
引
用
し
、
善
導
の
意
図
は
、
上
は
一
生
涯
、
下
は
一
念
の
念
仏
の
無
上
功
徳
で
あ
る
と
述
べ
る
。

無
上
功
徳
と
は
、
往
生
の
因
と
な
る
功
徳
で
あ
る９

）
。
よ
っ
て
、
資
料
5
で
は
、
上
尽
一
形
下
至
一
念
の
念
仏
に
よ
り
、
往
生
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
念
仏
往
生
を
記
述
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
第
三
七
日
の
無
上
功
徳
文
で
は
、
こ
れ
く

ら
い
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
念
仏
往
生
の
主
張
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
が
、
同
文
解
釈
の
主
題
と
い
っ
て
よ
い
。

な
お
、『
無
量
寿
経
』
解
釈
は
、『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
、
第
一
七
日
・
第
三
七
日
・
第
五
七
日
に
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

流
通
分
の
解
釈
（
無
上
功
徳
文
解
釈
・
特
留
此
経
文
解
釈
）
は
、
第
一
七
日
に
は
な
く
、
第
三
七
日
・
第
五
七
日
か
ら
存
す
る
。
こ
れ

は
、
第
一
七
日
で
は
、
本
願
文
解
釈
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
た
め
、
流
通
分
の
解
釈
を
控
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

流
通
分
と
は
、
通
常
、
正
宗
分
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
未
来
の
衆
生
に
何
ら
か
の
教
え
を
広
め
る
段
落
で
あ
る
。
故
に
、
正
宗
分
の
解

釈
が
出
揃
わ
な
い
と
、
流
通
分
で
の
念
仏
主
張
を
す
る
際
、
十
全
に
は
立
証
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
第
一
七
日
で
は
、

流
通
分
の
解
釈
は
存
在
し
な
い
。

一
方
、
空
欄
で
あ
っ
た
本
願
文
解
釈
が
第
三
七
日
か
ら
本
格
的
に
な
さ
れ
、
念
仏
が
一
次
的
な
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
第

三
七
日
か
ら
は
、
本
願
根
本
説
が
存
す
る
。
同
説
は
、
様
々
な
経
典
の
念
仏
往
生
の
文
が
、
本
願
に
依
る
と
い
う
教
説
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
本
願
で
は
、
念
仏
を
一
次
的
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
故
に
、
そ
の
本
願
に
依
る
経
文
の
念
仏
往
生
も
、
一
次
的

な
も
の
と
な
る
。
そ
の
中
に
、『
無
量
寿
経
』
の
無
上
功
徳
文
・
特
留
此
経
文
も
存
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
文
が
本
願
に
依
る

こ
と
に
よ
り
、
両
文
の
念
仏
往
生
が
一
次
的
な
位
置
付
け
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
三
七
日
か
ら
、
無
上
功
徳
文
解
釈
・
特
留
此
経
文
解
釈
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
空
欄
で
あ
っ
た
本
願
文
解

釈
が
埋
ま
り
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
。
念
仏
往
生
は
、
そ
の
本
願
を
根
本
と
し
、
そ
の
立
場
が
法
然
の
立
場
で
あ
る
の
で
、
根
本
で

あ
る
本
願
が
念
仏
往
生
を
主
張
す
る
の
だ
か
ら
、
流
通
分
の
文
の
中
で
は
、
無
上
功
徳
文
・
特
留
此
経
文
が
焦
点
と
な
る
。
つ
ま
り
、
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流
通
分
の
一
次
的
主
張
内
容
は
、
本
願
に
よ
り
、
念
仏
往
生
と
な
り
、
流
通
分
を
代
表
し
て
、
無
上
功
徳
文
・
特
留
此
経
文
に
お
い
て
、

念
仏
往
生
の
道
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
流
通
分
の
立
場
を
明
示
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
四
節

特
留
此
経
文
解
釈

次
に
、
特
留
此
経
文
解
釈
を
検
討
す
る
。
以
下
に
同
文
解
釈
を
引
用
す
る
。

（
資
料
6
）

次ニ
当
来
之
世
経
道
滅
尽
、
我
以
慈
悲
哀
愍
特
留
此
経
止
住
百
歳
、
其
有
衆
生
値
此
経
者
、
随
意
所
願
皆
可
得
度
云

云
。
以テ
此ノ
末

法
万
年
後
三
宝
滅
尽ノ
時ノ
往
生ヲ
而
思ニ
顕ス
一
向
専
念ノ
往
生ノ
義ヲ
也
。
其ノ
故ハ
説ル
菩
提
心

経
皆ナ
滅ナハ
者
、
依テカ
何ニ
知ラン
菩
提
心ノ
之
行
相ヲ
。
大

小ノ
戒
経
皆
失ナ
、ハ
依テカ
何ニ
持タン
二
百
五
十
戒ヲモ。
不ンケレハ
有ル
仏
像モ
者
、
造
像
起
塔ノ
善
根モ
不

可

有
。
乃
至
持
経
持
咒
等モ
亦
如

此
。
爾ノ
時

尚ヲ
一
念スルニ
往
生スルハ
即
善
導
云ク
、
爾
時
聞
一
念
皆
当
得
｜
生
彼
云

々
。
以テ
彼ヲ
思ニ
今ヲ
、
念
仏ノ
行
者ハ
更ニ
於

余ノ
善
根ニ
不ス
具

一
塵モ
、
決

定
可

往
生ス
也
。
然
者
不
ハ

発

菩
提
心

争カ
可キ
往
生ス
、
不
ハ

持

戒ヲ
何
可キ
往
生
、

ハ
智
恵

者
何
可キ
往
生
、
不ス
ハ

静

妄
念ヲ
何
可キト

往
生ス
。
如

此ノ
申ス
人
ノ々

候
者
、
不ルマテ
意

得
此ノ
経ヲ
候
也
。
懐
感
禅
師
釈ルニ
此
文ヲ
云ヘリ
説
戒
受
戒モ
皆
不

可

成
、
甚
深ノ
大
乗モ
不

可

知

故ニ
、
先タテ
隠
没
不

世ニ
行ナ
ハレ、

但
念
仏ノミ
易シ
覚リ
、
浅
識ノ
凡
愚
尚ヲ
能ク
修
習
可ト
得

利
益

云
々
。
実ニ
戒
法
滅シナハ
者
、
不

可

有

持
戒
。
大

乗
皆
滅ナハ
不

可

有

発
菩
提
心
読
誦
大
乗モ
云
事
明カナリ
也
。
既ニ
云ヘリ
浅
識
凡
愚ト
、
応ニ
知ル
、
非ト
智
恵ニ
云
事ヲ
。
如ノ
此
輩ノ
但
修

称
名

念
仏
一
行ヲ
至マテ
一
声ニ
可ト
往
生

云ナリ
也
。
是レ
亦
弥
陀
本
願ノ
故
也
。
即
彼ノ
本
願ノ
之
遠ク
摂スル
一
切ヲ
義ナリ
也10

）
。

特
留
此
経
文
を
引
用
し
、
末
法
万
年
後
の
三
宝
滅
尽
の
時
の
往
生
に
つ
い
て
思
う
に
、
同
文
は
一
向
専
念
の
往
生
の
義
を
顕
し
て
い
る

と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
諸
行
を
説
く
経
典
は
全
て
滅
し
て
も
、
善
導
は
一
念
す
れ
ば
往
生
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

四
四

仏
教
学
会
紀
要

一
九
号



こ
の
こ
と
か
ら
今
現
在
で
も
、
念
仏
行
者
は
、
他
の
善
根
を
具
え
ず
と
も
、
決
定
往
生
す
る
と
説
く
。
諸
行
な
く
し
て
ど
う
し
て
往
生

で
き
る
の
か
、
と
問
い
を
お
こ
し
、
懐
感
の
文
を
引
く
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
大
乗
の
教
え
を
人
々
は
理
解
で
き
な
い
か
ら
、
先
に
隠

没
す
る
が
、
念
仏
の
み
理
解
し
や
す
い
の
で
、
浅
識
凡
愚
で
も
十
分
修
習
し
て
利
益
を
得
ら
れ
る
、
と
。
大
乗
の
教
え
が
滅
し
て
し
ま

う
と
、
諸
行
も
存
在
し
な
い
。
未
来
の
こ
の
時
代
で
は
、
浅
識
凡
愚
で
智
慧
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
称
名
念
仏
一
行
を

修
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
も
本
願
を
根
拠
と
し
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
遠
く
一
切
の
衆
生

を
救
う
と
説
く
。

こ
の
第
三
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
で
も
、
要
は
、
往
生
行
の
中
で
、
諸
行
よ
り
も
、
専
修
念
仏
で
あ
る
と
提
示
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
第
三
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
で
は
、「
称
名
念
仏
一
行
」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
念
仏
一
行
」
と
い
う
用
語
は
、

第
五
七
日
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た11

）
。
す
な
わ
ち
、
前
稿
で
既
に
議
論
し
た
が
、
往
生
行
や
そ
れ
に
類
す
る
も

の
を
前
提
と
し
て
、「
念
仏
一
行
」「
念
仏
一
善
」「
念
仏
一
門
」
な
ど
と
表
現
し
、
専
修
念
仏
が
衆
生
往
生
の
業
で
あ
る
と
暗
に
立
証

し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
念
仏
一
行
」
の
用
語
を
、
第
三
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
で
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。前

稿
に
よ
れ
ば
、
第
五
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
で
は
、「
念
仏
一
門
」
な
ど
と
表
現
し
て
、
専
修
念
仏
説
を
立
証
し
て
い
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
、
同
文
解
釈
に
存
す
る
の
で
あ
っ
た
。

（
資
料
7
）

釈
迦
は
、
何
ら
か
の
教
え
（
何
ら
か
の
行
に
よ
り
往
生
す
る
教
え
）
を
留
め
よ
う
と
し
、
結
果
、
念
仏
一
門
（
念
仏
一
行
に
よ
り

往
生
す
る
教
え
の
み
）
を
留
め
る
。

資
料
7
の
よ
う
に
、
特
留
此
経
文
で
は
、
釈
迦
は
、
何
ら
か
の
教
え
を
留
め
る
に
、
念
仏
一
門
を
留
め
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
の
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で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
何
ら
か
の
行
に
よ
り
往
生
す
る
教
え
を
留
め
る
に
、
念
仏
一
行
に
よ
り
往
生
す
る
教
え
の
み
を
留
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
念
仏
一
行
の
内
容
が
背
景
に
あ
る
が
、
こ
の
念
仏
一
行
を
予
め
提
示
し
て
お
こ
う
と
し
て
、
第
三
七
日
で
説
い
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
い
き
な
り
何
の
論
証
も
な
く
、
第
五
七
日
で
「
念
仏
一
行
」
を
暗
に
提
示
し
て
し
ま
う
の
は
、
恣
意
的
で
あ
る
と
い
う
謗

り
を
招
き
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
、
第
五
七
日
の
専
修
念
仏
説
の
立
証
の
準
備
と
し
て
、
第
三
七
日
で
、
称
名
念
仏
一
行
を
導
出
し
て
い

る
と
考
え
る
。

法
然
が
い
か
に
無
理
な
く
「
念
仏
一
行
」
を
資
料
6
で
導
出
し
て
い
る
の
か
、
見
て
み
よ
う
。
資
料
6
で
は
、
特
留
此
経
文
を
引
用

し
た
あ
と
、
末
法
万
年
後
の
三
宝
滅
尽
の
時
の
往
生
を
思
う
に
、
一
向
専
念
の
往
生
の
義
を
顕
し
て
い
る
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
資
料
6
の
結
論
と
し
て
、
予
め
専
修
念
仏
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

資
料
6
で
は
、
そ
の
専
修
念
仏
の
結
論
を
提
示
し
た
上
で
、
以
下
は
そ
の
証
明
で
あ
る
。
法
滅
に
お
い
て
は
、
大
乗
は
人
々
が
理
解

し
が
た
い
た
め
、
多
く
の
大
乗
の
教
え
は
滅
し
て
し
ま
い
、
し
た
が
っ
て
、
諸
行
は
滅
す
る
の
で
、
行
と
し
て
は
人
々
が
理
解
し
や
す

い
念
仏
の
み
し
か
残
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
念
仏
の
み
で
も
、
十
分
往
生
可
能
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
善
導
釈
文
は
示
し
て
い
る
。
ま

た
そ
の
念
仏
は
、
浅
識
凡
愚
の
者
で
も
、
十
分
通
用
す
る
。
そ
し
て
末
法
後
で
も
、
専
修
念
仏
で
往
生
す
る
の
だ
か
ら
、
今
現
在
で
も
、

十
分
往
生
で
き
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
末
法
後
で
も
今
現
在
で
も
、
専
修
念
仏
に
よ
り
十
分
往
生
で
き
、
浅
識
凡
愚
に
で
も
十
分
通

用
す
る
こ
と
を
お
さ
え
、
そ
の
よ
う
な
浅
識
凡
愚
の
者
は
、
称
名
念
仏
一
行
を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

説
き
、
往
生
行
の
中
で
、「
念
仏
一
行
」
を
導
出
す
る
の
で
あ
る
。
末
法
後
で
は
、
諸
行
は
全
て
滅
し
て
し
ま
う
た
め
、
行
と
し
て
は

念
仏
一
行
し
か
残
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
あ
と
、
第
五
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
で
、
そ
の
往
生
行
を
前
提
と
し
た
「
念

仏
一
行
」
の
要
素
を
活
用
し
て
、
資
料
7
の
内
容
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
第
三
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
に
は
、
往
生
行
を
前
提
と
し
た
「
念
仏
一
行
」
の
要
素
の
確
保
と
い
う
役
割
も
あ
る
。

ま
た
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
も
証
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
専
修
念
仏
と
は
、
三
輩
文
を
承
け
て
の
も
の

で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
資
料
6
で
は
、「
一
向
専
念
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
三
輩
文
の
「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
を
引
用
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
更
に
資
料
6
に
お
い
て
、
諸
行
を
説
く
中
で
、
菩
提
心
・
戒
・
造
像
起
塔
な
ど
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
三
輩
文
に
表

記
さ
れ
て
い
る
諸
行
で
あ
る
。
故
に
、
資
料
6
の
専
修
念
仏
も
、
三
輩
文
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
三
輩
文
で
は
、
諸
行
も
説
く
。
つ
ま
り
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
特
留
此

経
文
に
お
い
て
、
そ
の
諸
行
主
張
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
消
す
た
め
、
諸
行
は
成
就
し
が
た
い
の
で
先
に
滅
し
、
念
仏
は
浅
識
凡
愚
で
も
理

解
で
き
る
た
め
、
念
仏
を
修
し
て
利
益
を
得
ら
れ
る
と
い
う
懐
感
の
文
を
引
く
。
つ
ま
り
、
懐
感
の
文
に
よ
り
、
往
生
行
な
ら
ば
諸
行

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
内
容
を
導
出
す
る
。
こ
れ
は
、
往
生
行
と
し
て
諸
行
を
主
張
し
て
お
ら
ず
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行

主
張
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
消
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
る
と
、
第
三
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
の
主
題
も
見
え
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生

の
証
明
で
あ
り
、
ま
た
、
第
五
七
日
の
準
備
の
た
め
の
、
往
生
行
を
前
提
と
す
る
念
仏
一
行
の
提
示
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

証
明
が
、
資
料
6
で
中
心
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。
前
者
に
関
し
て
は
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
を
証
明
し
、
明

示
し
て
い
る
の
で
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
の
道
を
主
張
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
あ
る
い
は
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
と
も
い
い
う

る
。
そ
の
点
は
、
結
論
で
あ
る
資
料
６
の
冒
頭
の
引
用
文
の
の
ち
の
一
文
か
ら
も
、
十
分
首
肯
で
き
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
逆
修
説
法
』
第
三
七
日
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
解
釈
の
位
置
付
け
・
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

同
経
解
釈
で
は
、
本
願
文
・
三
輩
文
・
無
上
功
徳
文
・
特
留
此
経
文
の
解
釈
を
法
然
は
説
い
て
い
る
。

ま
ず
、
本
願
文
解
釈
で
は
、
選
択
本
願
念
仏
説
・
第
十
八
願
本
体
説
・
本
願
根
本
説
な
ど
の
諸
説
か
ら
、
念
仏
往
生
の
主
張
、
あ
る

い
は
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
が
主
題
で
あ
る
。

次
に
、
三
輩
文
解
釈
で
は
、
往
生
行
の
う
ち
、
専
修
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
。
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
の
道
を
主
張
し
て
い
る
と
い

え
る
。
こ
れ
が
同
文
解
釈
の
主
題
と
い
え
る
。

次
に
、
無
上
功
徳
文
解
釈
で
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
無
上
功
徳
、
つ
ま
り
、
往
生
の
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
説
く
。
す
な
わ
ち
、
念
仏
に

よ
る
往
生
の
主
張
、
あ
る
い
は
、
念
仏
に
よ
る
往
生
の
道
の
主
張
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
同
文
解
釈
の
主
題
と
い
え
る
。

次
に
、
特
留
此
経
文
解
釈
で
は
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
と
も
い

い
う
る
。
こ
れ
が
同
文
解
釈
の
主
題
と
い
え
よ
う
。
ま
た
同
文
解
釈
で
は
、
第
五
七
日
の
専
修
念
仏
を
衆
生
往
生
の
業
で
あ
る
と
い
う

立
証
の
準
備
の
た
め
、
往
生
行
を
前
提
と
す
る
念
仏
一
行
を
提
示
す
る
。
こ
れ
も
、
こ
の
第
三
七
日
の
同
文
解
釈
の
主
題
と
い
え
よ
う
。

特
留
此
経
文
自
体
、
他
の
同
経
念
仏
要
文
よ
り
少
し
特
殊
な
の
で
、
第
三
七
日
・
第
五
七
日
の
特
留
此
経
文
解
釈
で
は
、
少
し
特
殊

な
形
式
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
文
で
は
、
直
接
的
に
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、『
無
量
寿
経
』
を
留
め
る
こ
と
を
直

接
的
に
は
説
い
て
い
る
。
念
仏
を
主
題
と
す
る
『
逆
修
説
法
』
で
も
、
そ
の
扱
い
に
少
し
特
殊
性
を
帯
び
て
く
る
の
も
、
首
肯
で
き
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
第
五
七
日
で
は
、
念
仏
一
行
を
留
め
る
と
は
表
現
せ
ず
、
念
仏
一
門
を
釈
迦
が
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
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資
料
7
の
内
容
を
支
え
る
た
め
、
そ
の
念
仏
一
行
が
、
第
三
七
日
で
導
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他

の
念
仏
要
文
解
釈
に
比
べ
、
や
や
迂
遠
な
証
明
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
分
、
特
留
此
経
文
解
釈
は
、
他
の
要
文
解
釈
と
少
し
異

な
る
面
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
第
三
七
日
の
同
経
各
念
仏
要
文
解
釈
の
主
題
を
見
て
共
通
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
念
仏
往
生
の
主
張
、
あ
る
い
は
、
念
仏

往
生
の
道
の
主
張
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
、
第
三
七
日
の
同
経
解
釈
の
主
題
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
念
仏
往
生
の
主
張
、
念
仏
往
生
の
道
の
主
張
が
、『
逆
修
説
法
』
第
三
七
日
の
同
経
解
釈
の
位
置
付
け
・
役
割
と
結
論

で
き
る
。

〔
参
照
文
献
〕

○

安
孫
子
稔
章
「『
逆
修
説
法
』
の
研
究
｜
『
三
部
経
釈
』『
選
択
集
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
｜
」（『
浄
土
学
』
四
八
、
平
成
二
十
三
年
六
月
）

○

宇
高
良
哲
『『
逆
修
説
法
』
諸
本
の
研
究
』（
文
化
書
院
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
）

○

角
野
玄
樹
「『
逆
修
説
法
』
第
三
七
日
の
本
願
解
釈
｜
選
択
本
願
念
仏
説
・
第
十
八
願
本
体
説
・
本
願
根
本
説
｜
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
部

論
集
』
九
七
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）

○

同
「『
逆
修
説
法
』
第
五
七
日
に
お
け
る
専
修
念
仏
説
の
立
証
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
一
八
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）

○

同
「『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
九
八
に
掲
載
予
定
）

○

岸
一
英
『『
逆
修
説
法
』（
漢
語
系
）
三
本
対
照
』（
私
家
版
、
平
成
三
年
九
月
）

○

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）

○

平
松
令
三
・
名
畑
崇
編
『
増
補

親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
五
（
法
蔵
館
、
平
成
十
七
年
十
一
月
）

四
九

『
逆
修
説
法
』
第
三
七
日
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
解
釈



○

伊
藤
唯
眞
監
修
・
眞
柄
和
人
訳
註
『
傍
訳

逆
修
説
法
』
上
・
下
（
四
季
社
、
平
成
十
八
年
一
月
、
平
成
十
九
年
十
一
月
）

註１
）

本
稿
の
主
題
に
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
最
近
、
安
孫
子
稔
章
氏
が
、「『
逆
修
説
法
』
の
研
究
｜
『
三
部
経
釈
』『
選
択
集
』
と

の
比
較
を
通
じ
て
｜
」（『
浄
土
学
』
四
八
、
平
成
二
十
三
年
六
月
）
の
中
で
、『
逆
修
説
法
』
に
つ
い
て
様
々
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、

『
無
量
寿
経
』
解
釈
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
本
願
文
解
釈
で
は
、
第
三
七
日
と
第
五
七
日
と
に
、
前
者
で
は
念
仏
の
勝
行
性

で
説
き
、
後
者
で
は
弥
陀
・
釈
迦
の
選
択
に
ま
か
せ
て
説
い
て
い
る
と
い
う
、
質
的
相
違
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
無
上
功
徳
文
解
釈

で
は
、
第
三
七
日
と
第
五
七
日
と
に
、
大
小
義
を
説
く
か
否
か
で
質
的
相
違
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
諸
点
を
あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
本
稿
を
含
め
、
筆
者
の
一
連
の
議
論
は
、
同
氏
と
は
少
し
異
な
る
視
点
か
ら
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

2
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
二
〇

三
〜
二
〇
五
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
二
五
一
〜
二
五
二
頁
に
該
当
。

3
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
二
〇

六
〜
二
一
一
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
二
五
二
〜
二
五
三
頁
に
該
当
。
な
お
、
資
料
2
の
一
行
目
「
多
門
」
の
「
門
」
は
、「
聞
」
と
な
っ

て
い
た
の
を
、「
門
」
と
訂
正
し
て
い
る
。

4
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
二
〇

八
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
二
五
三
頁
に
該
当
。
な
お
、
傍
線
は
角
野
が
付
し
た
。

5
）

前
稿
参
照
。

6
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
二
一
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〇
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一
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
二
五
三
〜
二
五
四
頁
に
該
当
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
『
逆
修
説
法
』
の
引
用
は
、
善
照
寺
所
蔵
の
恵
空
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
が
、
主
な

そ
の
他
の
異
本
と
し
て
、
専
修
寺
所
蔵
親
鸞
筆
『
西
方
指
南
抄
』
所
収
本
・
浄
厳
院
所
蔵
『
漢
語
燈
録
』
所
収
本
・
同
寺
所
蔵
『
無
縁

集
』・
法
然
院
所
蔵
『
師
秀
説
草
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
異
本
を
比
較
す
る
と
、
資
料
4
の
二
か
ら
三
行
目
辺
り
の
「
望
仏
本
願トハ
者
」

と
、「
指

此ノ
三
輩ノ
中ノ
」
の
間
に
、
浄
厳
院
所
蔵
『
漢
語
燈
録
』
所
収
本
・
同
寺
所
蔵
『
無
縁
集
』・
法
然
院
所
蔵
『
師
秀
説
草
』
に
、
以

下
の
文
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
厳
院
所
蔵
『
漢
語
燈
録
』
所
収
本
で
は
、「
指

上ノ
十
八
願ヲ
也
。
一
向
専
称ト
者
、」
と
あ
り
、
同
寺
所

蔵
『
無
縁
集
』
で
は
、「
四
十
八
願
中ニ
第
十
八
願ヲ
指
也
。
一
向
専
称
弥
陀
仏
名ト
者
、」
と
あ
る
。
法
然
院
所
蔵
『
師
秀
説
草
』
も
、『
無
縁

集
』
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
善
照
寺
所
蔵
恵
空
本
よ
り
も
、
浄
厳
院
所
蔵
『
漢
語
燈
録
』
所
収
本
な
ど
の
ほ
う
が
自
然
の
よ
う
に

見
え
る
。

7
）

一
見
、
資
料
4
で
「
此
中ニ
雖

有ト
菩
提
心
等ノ
諸
善
、
望レハ
上ノ
本
願ニ
者
、
一
向ニ
専ラ
念

彼
仏ノ
名
号

也
。」
と
、
諸
行
を
廃
し
、
専
修
念
仏

を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
諸
行
主
張
を
消
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
を
消
す
考
え
ら
れ
る
方
法
の
一
つ
は
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
文
の
前
の
文
に
お
い
て
、
念

仏
と
諸
行
を
、
三
輩
文
で
の
往
生
行
の
主
張
の
候
補
と
し
て
並
置
し
、
主
張
の
場
で
あ
る
三
輩
文
で
念
仏
の
み
を
主
張
し
、
諸
行
は
主
張

し
な
い
と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
ば
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
を
消
し
う
る
。
し
か
し
三
輩
文
で
は
、
そ
の
形

式
を
と
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
本
願
文
の
よ
う
に
、
二
百
一
十
億
の
国
土
の
往
生
行
の
念
仏
と
諸
行
と
を
候
補
と
し
て
並
置
す
る
場
が
、

三
輩
文
に
は
存
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
資
料
4
で
は
、
単
に
専
修
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
だ
け
で
、
諸
行
主
張
を
消
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
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専
修
念
仏
の﹅
み﹅
の
主
張
を
立
証
し
き
れ
て
い
な
い
。
三
輩
文
で
は
、
諸
行
往
生
を
明
示
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
資
料
4
で
は
、
往

生
行
と
し
て
の
諸
行
を
主
張
し
な
い
と
い
う
内
容
を
導
出
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
料
4
で
は
、
専
修
念
仏
を
主
張
し
て

い
る
と
い
え
る
が
、
諸
行
主
張
の
余
地
も
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
見
、
資
料
4
の
「
此
中ニ
雖

有ト
菩
提
心
等ノ
諸
善
、
望レハ
上ノ
本
願ニ
者
、
一
向ニ
専ラ
念

彼
仏ノ
名
号

也
。」
の
文
で
、
念
仏
と
諸
行
の
候
補

の
場
か
ら
、
専
修
念
仏
の
み
を
主
張
し
、
諸
行
を
廃
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
候
補
の
場
と
主
張

の
場
が
全
く
同
じ
三
輩
文
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
三
輩
文
で
は
、
諸
行
往
生
の
明
示
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
往
生
行
と
し
て

の
諸
行
主
張
の
余
地
が
残
っ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。「
一
向
専
念
」
の
文
は
、
念
仏
に
帰
さ
せ
、
諸
行
を
捨
て
さ
せ
る
こ
と
（
捨
帰
）
で

あ
る
の
で
、
こ
の
文
に
よ
り
、
諸
行
主
張
を
消
し
切
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
註
で
後
論
す
る
よ
う
に
、
そ
う
で
は
な
い
。
三
輩

文
に
先
立
つ
念
仏
と
諸
行
の
候
補
の
場
が
な
い
こ
と
や
、
三
輩
文
自
体
、
念
仏
往
生
と
諸
行
往
生
を
並
置
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
資
料

4
で
は
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
を
否
定
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
資
料
4
の
「
此
中ニ
雖

有ト
菩
提
心
等ノ
諸
善

」
の
文
は
、
単
に
三
輩
文
に
諸
行
が
存
す
る
状
況
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
三
輩
文
を
読
む
読
み
手
の
視
点
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
此
中ニ
雖

有ト
菩
提
心
等ノ
諸
善

」
の
文
は
、
三
輩
文
に
先
立
つ
候
補
の
場

と
し
て
、
諸
行
を
提
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
願
文
な
ど
と
違
っ
て
、
念
仏
と
諸
行
の
候
補
の
場
は
、
三
輩
文
よ
り
前
に

は
存
在
し
な
い
。

ま
た
資
料
4
で
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
方
法
で
、
諸
行
主
張
を
消
す
と
い
う
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
を
消
す

の
は
、
第
五
七
日
で
議
論
さ
れ
る
三
輩
の
三
義
（
捨
帰
・
助
念
仏
・
三
品
差
別
）
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。
三
輩
の
三
義
の
そ
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
前
稿
四
六
頁
辺
り
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
稿
四
六
頁
辺
り
の
議
論
に
つ
い
て
、
三
輩
の
三
義
の
う
ち
、
捨
帰
（
諸
行
を
捨
て
さ
せ
、
念
仏
に
帰
さ
せ
る
）
の
み
で
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も
、
諸
行
主
張
を
消
し
切
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
以
下
の
検
討
は
、
前
述
の
積
み
残
し
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
で

も
あ
る
）。

捨
帰
は
、
三
輩
文
に
お
け
る
「
一
向
専
念
」
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
「
一
向
専
念
」
の
文
の
立
場
に
立
て
ば
、
諸
行

の
「
捨
」（
捨
て
さ
せ
る
）
が
導
出
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
同
じ
そ
の
三
輩
文
に
は
、
念
仏
の
記
述
と
同
じ
一
つ
の
文
の
中
で
、
諸
行
往

生
の
明
示
も
あ
る
。
批
判
的
立
場
に
立
て
ば
、
こ
の
諸
行
往
生
の
文
か
ら
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
主
張
の
余
地
が
残
っ
た
ま
ま
な
の
で

あ
る
。「
一
向
専
念
」
の
明
示
が
あ
っ
て
も
、
捨
帰
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
、
諸
行
往
生
の
明
示
を
抹
消
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

三
輩
文
で
は
、
念
仏
と
諸
行
が
分
か
ち
が
た
く
一
文
と
な
っ
て
お
り
、
三
輩
文
を
扱
う
時
は
、
ど
う
し
て
も
念
仏
と
諸
行
を
連
結
し
た
ま

ま
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
批
判
的
立
場
に
立
て
ば
、
そ
の
諸
行
往
生
の
明
示
か
ら
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
を
主
張
し
、
法
然
の
三
輩

文
解
釈
で
の
一
向
専
修
念
仏
や
捨
帰
の
主
張
が
破
綻
し
て
い
る
と
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
破
綻
問
題
を
解
決
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
捨
帰
以
外
の
残
り
の
二
義
（
助
念
仏
・
三
品
差
別
）
に
よ
り
、
二
義
自
体
の
内
容
（
諸
行
に
よ
り
念
仏
を
助
け
る
と
い
う

義
・
念
仏
と
諸
行
に
三
品
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
義
）
を
提
示
し
て
、
諸
行
の
明
示
を
生
か
し
つ
つ
、
そ
の
二
義
が
、
往
生
行
と
し
て
諸

行
を
主
張
し
て
い
な
い
と
い
う
内
容
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
輩
文
に
お
い
て
諸
行
を
説
く
理
由
と
し
て
は
、
こ
の

三
義
の
み
で
あ
る
。
三
義
い
ず
れ
も
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
を
主
張
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
第
五
七
日
で
は
、
往
生
行
と

し
て
の
諸
行
主
張
を
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
然
の
説
は
破
綻
な
ど
し
て
お
ら
ず
、
十
分
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

8
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
二
一

一
〜
二
一
二
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
二
五
四
頁
に
該
当
。

9
）

無
上
功
徳
が
、
往
生
の
因
と
な
る
功
徳
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
な
議
論
は
、
前
稿
四
八
〜
四
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
三

『
逆
修
説
法
』
第
三
七
日
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
解
釈



10
）

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
｜
善
照
寺
本

古
本
漢
語
燈
録
』
一
（
浄
土
宗
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
二
一

二
〜
二
一
三
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
二
五
四
頁
に
該
当
。
な
お
、
資
料
6
の
二
〜
三
行
目
辺
り
の
「
知ラン
菩
提
心ノ
〜
依テカ
何ニ
」
ま
で
の
文
は
、

善
照
本
所
蔵
本
で
は
、
挿
入
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
６
の
四
行
目
の
「
善
導
」
の
「
導
」
の
字
も
、
挿
入
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。

11
）

第
一
七
日
・
第
三
七
日
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
で
は
、
あ
ま
り
「
念
仏
一
行
」
な
ど
と
表
現
し
な
い
。
第
一
七
日
の
同
経
解
釈
で
は
全

く
出
な
い
し
、
第
三
七
日
の
同
経
解
釈
も
、
前
述
の
資
料
3
と
特
留
此
経
文
解
釈
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
五
七
日
と
対
称
的
で
あ
る
。

第
五
七
日
で
は
、
専
修
念
仏
説
を
立
証
す
る
た
め
に
必
要
だ
が
、
第
一
七
日
・
第
三
七
日
で
は
、
そ
れ
を
主
題
と
し
な
い
た
め
、
あ
ま
り

「
念
仏
一
行
」「
念
仏
一
善
」「
念
仏
一
門
」「
念
仏
一
法
」
な
ど
は
出
な
い
の
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
癸
巳
十
二
月
十
二
日
原
稿
執
筆
了
）

五
四

仏
教
学
会
紀
要

一
九
号


